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研 究主題 「集 団活動 を通 して生 きる力 をはぐくむ指導の工夫」

1は じめ に

1研 究 のね らい

日々の教育活動 は、一言で いえば生徒 の 「生 きる力」 を育 てること と言 える。特別活動 に

お いて も、生徒 が よ りよく成長 してい くことが重要で ある。そこで 、生徒 一人一人が 「生 き

る力」 をは ぐくむための活動 に視点 をお き、そのための集 団活動の指導の工夫 を探 る。

2研 究 の背景 と主題設定 の理 由

これか らの社会 は、国際化 ・情報化の進展、科学技術 の発展 、地球環境問題、エ ネルギー

問題 な ど、変 化の激 しい先行 き不透明 な厳 しい時代 である。今 日、その ような変化 の激 しい

社会 にあって、他者 とよ りよ く共存 し、そ こか ら生 まれ る課題 を主体的 に解決 してい く力 が

求 め られている。

しか し、最 近の生徒 は、積極 的に物事 に取 り組 もうと しないです ぐあきらめて しまった り、

他者 と協調 して何 か を創 り出 してい こうとす ることが苦手 になっている。又、 自分 で課題 を

発見 し、解 決 してい こうとす る ことが難 しくなって きてい るのではないだろ うか 。

その原因 と しては、経済 の成 長、交通 ・情報通信 システムの急速 な整備 な どに よ り、生 徒

を と りま く社会 や環境 が急激 に変化 してい るこ とがあ る。生徒 は、物 質的豊か さや便利 さの

中で生活す る一 方で、「ゆ とり」 を失 って きている。 また、核家族化 や 少子化 が進 むなか 、

同 じ目的 をもった集団活動 の経験 をしに くくなって きてい る。そのため、他者 の立場 や考 え

方 を意識す る ことが難 しくなった といえる。そ して、生徒 の中 に 「指示待 ち人間」 の増加 や

集 団活動 に積極 的 にかかわ りあっていこ うとしない状 況 を生み出 している。

他者 とのかかわ りの なかでは ぐ くまれる協調性、社 会性、倫理観 、責任 感な どは、学校 教

育 の中で、「為す こ とによって学ぶ」過程 を通 しては ぐくまれる。特 別 活動 には、 これ らの

資 質 を育成す るための大 きな役割 が期待 されてい る。

本年 度教育研 究員 は、生徒 自らが興味 ・関心 を もって集団活動 の経験 を積 み重 ねる ことが

必要 である と考えた。その ような経験 のなかで 、「意味 ある他者」 の存 在 を意識 し、 自己理

解 ・相 互理 解 を図 り、感動 や悩 み を共有 し合 うこ とによ り、他者 とよ り良 くかかわろ うとす

る態 度が養われ る。 また、集団の中での 自分 の役割や課題 を発見 し、 これ を解決 しようとす

る意欲 も培 われ る。そ して、達成感や成就感 を共有す ること。で、物事 に意欲的に取 り組 み、

み ん なで成 し遂げ ようと協調 す る態度 や社会性 、責任感が得 られる と考 えた。

3研 究の進 め方

生徒 の人間関係 に対 す る意識や実態 ・集 団活動体験 等 に関 してのア ンケー ト調査 を行 った。

次 に、 アンケー ト調査 の分析 結果 をもとに、指導方法の工夫 を提言 と してまとめた。そ して、

提 言 に沿 った実践事 例 を、ホームルーム活動 ・学校行事 ・生徒会活 動 について研 究 した。
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II調 査結果 からみた生徒の意識 と実態

学校生活 にお ける生徒の人間関係や集団活動 に対す る意識の実態 を把握す るために、9月 上

旬 に教育研究員が勤務 す る9校 で ア ンケー ト調査 を実施 した。その結果 、調査 回答数 は全 日制

課程で1,107名 、定時制課程で59名 、総数1,166名 【男子798名 、女子368名 】、 【普通科779名 、

専 門科387名 】 の回答が得 られた。

1人 間関係 につ いて

生徒 の規範意識 とその行動の実態及 び家庭又 は学校生活 にお ける人間関係へ の意識 につ い

て調査 した。以下がその回答結果 である。

(1)あ なた は夕食 を誰 と食べ るこ とが多いですか。(図1参 照)

夕食 の時 間は、家族 に とって一家団 らんで話

をす るこ とので きる貴重 な時間帯であるが 「一

人で」 「その他 」 を合 わせ る と30.7%の 生徒 が

家族 と食事 をとってい ない。

(40人 学級で12.3人 に相 当す る)

この ことは、家族の ライフス タイルの変化 な

どか ら家族で一緒 に食事 をとれな くなって きて

お り、集団の基本 となる家族の関係が希薄になっ

て きている と考 え られる。

家族全員と

家族の誰かと

一 人で

その他

0204060%

図1あ なたは夕食 を誰 と食べ ることが多 いですか。

(2)あ なたは普段 、家族 とどの程度話 をしますか。(図2参 照)

「よく話す」「わ りと話す」を合わせると79。2%

の生徒 が家族 の誰か と話 を している。

一 方で
、「殆 ど話 さない」「全 く話 さない」 を

合 わせ る と1:%の 生徒が家族 と積極 的 に話 を

していない。前 間の回答結果 と合 わせる と、家

族 に対 して本 当の 自分 を見せ よ うと しない、又

は、見せ るこ とがで きない生徒が多いのでは な

いか と考 え られ る。家族関係が希 薄になってい

るこ との表れで はないか。

とてもよく話す

わ りと話す

殆ど話 さない

全 く話 さない

275

欝0 50 100%

図2あ なたは普段、家族 とどの程度 話 をしますか。

(3)あ な たが本当の 自分 を、素直 にさ らけ出せる相手 は誰 です か。(図3参 照)

友 人に本 当の 自分 を さらけ出 している と回答 している生徒 が51.9%と 半数以上 い る。 高校 生

ともなれば、家族 より外の世界 に自分 の居場所 を求めてい く傾 向が強 くなる と考 え られる。 こ

のため、友人 関係が今後の生徒の人格形成 の上で重要 になって くる と思 われ る。
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さらに、「そんな人 は いない」 と答 えた生徒

が18.6%も い た。この こ とか ら、 自分 の中 に閉

じこも り、 自己開示がで きない生徒 や人 間関係

を作 れ ない生徒 であ ると考え られる。

(4)雨 の 日に置い てあった他 人の傘 を黙 っ

て利用 す ることを、 あなた はどう思 い ま

す か。(図4参 照)

「とて も悪い」「少 し悪い」を合わせる と91.5%

の生徒 が、他人の傘 を黙 って使 うことはいけ な

い と自覚 してお り、今 の高校生 の多 くは規範 意

識 をもってい ると考 えられ る。

しか し、「全 く悪 くない」 「あ ま り悪 くない」

を合 わせ る と8.5%の 生徒 が 悪 い こ とであ る と

い う意識 をもってい ない ことにな り、 これ らの

生徒 の指導 を考 えてい く必要があ る。

(40人 学級で3.4人 に相 当す る)

先生

家族

友人

そんな人はいない

その他

020aosoi

図3あ なたが本当の自分を、素直にさらけ出せる相手は誰ですか。

とても悪い

少 し悪い

あまり悪 くない

全 く悪くない

9

ozoaosoi

図4他 人の傘を黙って利用することを、あなたはどう思いますか。

(5)と ころで、 あな たは他 人の傘 を黙 って利用 したことが ありますか。(図5参 照)

「よ くあ る」「たまにあ る」 を合 わせ る と、

26.3%の 生徒 が、他人 の傘 を黙 って使っている。

また、前間 との クロス集 計で 分析 す る と、 「前

間で悪い と思 ってい るの に他人の傘 を 「よく』

または 「た まに』利用 した」生徒が20.7%に なっ

ている。大部分の生徒 は規範意識 をもっている

が 、 自分が困 った りした場合 には、 自分本位 に

行動 す る傾向がある ことが伺 える。

よ くあ る

たまにある

殆どない

全 くない 4

0204060%

図5あ なた は他 人の傘 を黙 って利 用 した こ とがあ り ますか 。

(6)近 くの席 の人が学校 を一週 間休 んだ ら、あな たはどう しますか。(図6参 照)

「別 に何 と も思 わ ない」「そ の他」 を除 く81.6%

の生 徒 が何 らか の 関 心 を もって い る。 しか し、

そ の 中 の35.9%の 生 徒 は 関心 を もっ て い る が 、

具 体 的 な行 動 を と って い ない 。 さ ら に、15.4%

の生 徒 が 無 関 心 で あ り、 ホ ー ム ル ー ム 集 団 内 で

の 人 間 関 係 の 希 薄 さが 伺 え る。

別 に何 とも思わない

気 にはなるが何 もしない

先生や他の人に聞いてみる

心配なので電話などを してみる

その他

0

020aoi

図6近 くの席 の人 が学校 を一週 間休 んだ ら、あなたは どうしますか。
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墜班の 中に、いっ も掃除 をしない人 がいた ら、あなたはど うしますか。(図7参 照)

「気 にせず掃 除 をす る」 と回答 してい る生徒

が45.3%い る。 この ことは、他入の行 為 や考 え

方 に対 して、おか しい と思 ったこ とを素直 に言

えなかった り、他人 とか かわるこ とを煩わ しく

感 じているか らと考 え られ る。 又 、「自分 もさ

ぼる」 と回答 している生徒 が20.9%も い る。 こ

のこ とか ら、集団生活 の充実 や向上 を図 るよ り

は、 自分本位 で安易 な生活 を してい こうとす る

姿勢が あるの ではないか と考 え られ る。

気にせず掃除をする

先生に訴える

直接本人にやるように言う

自分もさぼる

その他

i,

45.3

LI

O204060%

図7い つ も掃 除 を しな い 人 が い た ら、あ な た は ど うします か。

2集 団活動の経験 につ いて

生徒が どの よ うな集団活動の体験 をもっているか。又、学校行事へ どの ように参加 したか に

ついて、その実態 を調査 した。以下が その回答結果であ る。

(8)あ な たは小 ・中学校時代に、 どのよ うなことで多 く遊 びま したか。多 か った ことを

2つ 挙 げて下 さい。(図8参 照)

」

「野 球やサ ッカー」「魚 釣 りや昆虫採取」「缶

蹴 りや鬼 ごっこ」 など、主 に他者 とかかわ りな

が ら自然体験 や感動経験 を した生徒が41.4%い

る。一方 で、「フ ァミコ ンや コン ピュ ー タゲ ー

ム」 「雑 誌や漫画」「ビデオやテ レビ」 な どの体

験 を した生徒 が462%い る。 この ことか ら、生

徒達が集団遊 びか ら一人遊 びをす ることが増 加

して きている と考 え られる。

みんなと野球 やサ ッカーなどをした

ファミコンなどコンピュータゲームをした

魚釣 りや昆虫採取 な どを した

無蹴 りや鬼ごっこなどを した

雑誌や漫函 を読んだ

絵 を描いた り工作 を した

ビデオやテ レビを見た

その他

iiIJ

O102030%

図8小 ・中 学 校 時 代 に 、どの よ うな こ と で多 く遊 び ま した か 。

(9)楽 しい思 い出 となっている学校行事に、 どのよ うに参加 しま したか。(図9参 照)

「積 極 的 に参加 した」 と回答 している生 徒が

53.5%と 半数以上いる。 一方 で、「与 えられたこ 積極的に参加した

とだけした」 「仕方なく参加 した」 を合わせると4 与えられた
ことだけした

3.5%の 生徒が、学 校行 事 に楽 しさを感 じなが ら
仕方なく参加 したも

、消極的 にしか参加 していない様子が伺 える。
参加しないこのことか ら

、学校行事 を計画するに当たっては、

生徒一人一人 に目的意識 をもたせ、役 割 を分担

し合 い、仲間の想いや願 いを実現 していける魅力

ある行事 にしていく必要があると考えられる。 園9

ozaassoi

楽 しい思い出とな っている学校行事に、どのように参繍 しまたか。
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㈲ あなたは小 ・中学校時代 を含 めて学 校

以外の地域活動 で、 どの よ うな活動に参

加 したこ とがあ りますか。(図10参 照)

「参加 したこ とがない」 と回答 している生 徒

が41.9%い る。 この ことか ら、生徒 には地域 活

動 に参加す る機会が なかった り、興味 ・関心 が

もてなかったため と考 え られる。地域活動へ の

きっかけが あれば、多 くの生徒が関心 を示す と

思 われる。

サッカーや野球 などのスポーツ活動

郷土芸能やお祭 りな ど

ボーイスカウ トなど

ボラ ンティア活動

参加 したことがない

その他

Osoaosoi

図10学 校以外の地域活動で、どのような活動に参加 したことがありますか。

3課 題解決能 力について

生徒個 人あるいはその集 団が抱 えてい る課題 を、 どの ように して解決 を しよう としてい るか

調査 した。以下 がその回答結果 である。

(〉〉)現 在 あなたが勉強以外 で、悩 みや不安 に思 ってい ることは何 ですか。(図11参 照)

「ない」 を除 くと84.3%の 生徒 が さま ざまな

悩み や不安 を もっている。特 に、 「進路 につ い

て」 と回答 している生徒 が40.1%も いる 。生徒

は、 自己の将来 に夢 や希望 を抱 きなが らも、そ

の実現 に向けて不安 や悩 みを もっている と考 え

られる。 また、「対人 関係 につ いて」 と回答 し

ている生徒 が15.3%い る。これらの生 徒 に は、

集 団の中で望 ま しい人間関係 を形成 で きるよ う

指導 してい くことが大切 である。

対人関係について

進路(将 来)に ついて

性格について

容姿について

家族について

健康について

その他

ない

02040fiO%

図11現 在あなたが勉強以外で、悩みや不安に思っていることは何ですか。

㈲ あなた は不安や悩 みでイライラ したと き、ど うしますか。(図12参 照)

71.3%の 生徒が 、「スポーツや趣味 」 「我慢 す

る」 「弱音や愚痴 を聞い て も らう」 こ とで不 安

や悩 み を解決 しようと している。一方 で、19.3

%の 生徒 が、「人 や物 にあ たる」「飲 酒や喫煙 な

どをす る」 と自分が苦 しい局面 で、反社会 的 な

行為 で欲求不満 を解消 しようとしている。

(40人 学級で7.7人 に相 当す る)

スポーツや趣味で発散す る

我慢 する

誰 かに弱音や愚痴 を聞いて もらう

人や物 にあた る

飯酒や喫煙 などをす る

その他

020aoi

図12あ な た は 不 安 や悩 み で イ ラ イ ラ した と き、どう します か。
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一
㈹ あな た は物 事 が 思 い どお りに い かな か った と き、 ど う します か 。(図13参 照)

「最 後 まで頑張 る」 「と りあ えず 頑張 ってみ

る」 を合わせ る と、82,6%の 生徒が 、前 向 きな

姿勢で課題 を解決 してい こうとしていることが

伺 える。 しか し、「と りあえず頑 張 ってみ る」
あきらめ る

と回答 した生徒 の中には、少 しやってみてあ き
その他

らめ て しま う もの も多 くい る と考 え られ る。又、

最 初 か ら 「あ き らめ る」 と回答 して い る生 徒 が

15.5%も お り、課 題 解 決 を簡 単 に あ き らめ て い

る と考 え られ る。 図13

とにかくあきらめず最 後まで頑張る

とりあえず頑張 ってみる

0

」
50100%

ー

あなたは物事 が思 いどお りに いかなか ったと き、ど うしますか。

隔 一 「
しますか・(図14参照) _一

い じめ をな く して い こ うと行動 す る生 徒 が

37.7%い る。一方で、「関係 ない」「自分 が い じ

め られ ない よ うに」 を合 わせ ると44.2%の 生徒

が 、自分が い じめの対象で なければ他人のこ と

にはかか わ らないな どと自分本位に考 えている

ことが伺 える。

ホーム)L一 ム内で起 こるさまざまな生活上 の

問題 を適切 に解決 しなが ら、楽 しく豊かな集 団

を形成で きる力 をは ぐくむことが必 要である と

考 え られ る。

自分の ことではないので関係 ない

自分がいじめられないように気を使う

自分たちだけでいじめを無くしていく方向に動く

先生や親に相談する

その他

OZa44°-a

図14同 じホ ーム ル ーム で 、友 達 以 外 の 生徒 が い じ め ら れ てい

る と した ら あな た は ど う し ます か

一

㈹ ホームルームで、文化祭の企画について話 し合ったが、意見が出ず、担任の先生

によって決められたとしたら、あなたはどうしますか。(図15参 照) 」

「先生 だか ら」、「面倒 が な くて助 か る」 「別

に何 とも思 わない」「内容 が 良け れば よい」 を

合 わせ る と76.6%の 生徒 が、教 師 によって決 め

られるこ とに問題 を感 じていない。このことは、

前間 の結 果 と同様 、生徒 の問題解決能力、物事

に意欲的 に取 り組 む姿勢 、 よりよい もの を作 り

出 していこ うとす る意欲 な どが低下 している こ

とに起 因 している と考 え られる。

先生が決めてくれたことだから良いと思う

面 岡が な くて助かる

別に何 とも思わ ない

内容が良 ければ よい と思 う

内容に賜わらず先生が渓めるのはおかしいと思う

その他

Osoaosoi

愁 § 文化祭 の企画 を担任の先生 によって決 め られ たと した
らあなたはど うしますか
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m調 査結果に基づいた考察 と提言

以上の アンケー トの分析結 果 を考察す る と、以下 の3点 に まとめ られる。

1広 く浅い交友関係 しかもたない生徒 が多 い。

家族やホームルームの仲 間 との関係 を含 めて人間関係が希薄 である。広 く浅 い交友 関係 し

か もたない生徒 が多い。生徒 の行動 は、そ の場の欲 求に支配 された 自己中心的 な ものが 目立

つ。従 って、 自分 を理解 しない し、他者 と分か り合 えないで、 自分 の感情 のままに行動す る

生徒 が少 な くない。

2集 団活動 の経 験が少ない生徒 が多い。

テ レビや ファミコンなどでかな りの時 間を とり、疑 似体験 や間接体験が多 くなっている。

一 方で
、生 活体験 や 自然 ・社会体験 な どの さまざまな活動が少 な くなっている。その結 果 と

して、人間関係 を作 る力が弱 く、社会性の不足 している生徒 が増加 している と考 え られる。

3課 題 を発 見 し、解決 す る能 力が発揮 できていない生徒 が多い。

自ら課題 を発見 し、意欲的に課題 を解決す る力や 自己 を生かす能力が発揮で きていない生

徒 が多い。 これは、学 習が受 け身で、覚 えるこ とは得意 だが、 自ら調べ判 断 し、 自分な りの

考 え をもち、それ を表現 する力が十分で はないことに原因がある と思 われる。

以上 の3点 の考察 か ら、一 人一 人の生徒 の 「生 きる力」 をは ぐ くむための集 団活動 を実 践

す る に当たって、その教育活動 の柱 を以下 にまとめて提言 した。

1よ りよい人間関係 を作 り出すための指導の工夫

生徒 が互 いに人格 を尊重 し合 い、集団の 目標や規範 を設定 し、互 いに協力 し合 う望 ましい

人 間関係 を築 くことが大切 である。そ して 、生徒 が互 い に理解 し合 い、高 め合い なが ら、他

者 の立場 を尊重 し、 自己が認 め られてい ることを実感 で きた とき、思 いや りの心が は ぐくま

れる。その中で、それぞれの生徒が全人的 な発達 を遂 げる ことので きる集団活動 を工夫す る。

2体 験 を積 み重 ねる指導の工夫

生徒 の個性 を尊重 しなが ら、主体的 に物事 に取 り組 む集 団活動の体験 を積み、 自己の役割

を遂行 させ る。地域社会 との連携 を図 りなが ら、生活体験や 自然 ・社会体験 などの活動 を通

して、生徒 の意欲 を引 き出す ため に 「達成感 ・成就感」 の得 られ る活動 を工夫す る。 また、

個が集 団を育 て、集 団が個 を育 てる集団活動 を目指 し、その核 となる リーダーの育成を図る。

3自 己 を生 か し、課題 を発見 し、解 決す る力 をは ぐくませる指導の工夫

人 とのかかわ りを通 して、人 間 としての在 り方生 き方 の 自覚 を深 め、自己 を生かす能力 を

養 う指導 を工夫す る。 さらに、自己 を生かす なかで、生徒個 々又 は集 団が直面 している課 題

に積極 的に対応 し、充実 した生活 を送れる など自己実現 を図るため の指導 を工夫す る。

一7一



IV実 践 事例

1ホ ームルーム活動 一 自己理解 を深め る指導の工夫 一

(1)ね らい

本校 の生徒 を見 る と、「達成意欲」や 「課題認識 力」の低下 な どを強 く感 じる。担 任が 生

徒 と個人面談 をするなかで、多 くの生徒 が将来への夢や希望 を語って くれるが、最後 に 「で

も無理だ し」 「どうせ ～」 などの言葉が 口をついて くる。これか ら可 能性が い くらで も広 げ

られ る時期 であ るにもかかわ らず 、自分か らあ きらめて しまっている傾 向が伺 える。

生徒 た ちは学校生活 のなかで 、社会で生 きてい くため に必要 な基礎 ・基本 を身に付 ける と

ともに、個性 を見い出 し、 自分 にふ さわ しい生 き方 を選択 してい く 「自分 さが しの旅」 をす

る必要がある。課題 を見つ け、自 ら学び、 自ら考 え、主体的に判断 し、 自主 的に行動 し、 よ

りよ く問題 を解決す る資質や能力、すなわち 「生 きる力』 をは ぐくむこ とが大切で ある。

この 「生 きる力』 をは ぐくむ指導 の第一歩 として、 自己理解 が重要で ある と考 えた。自分

の良い面 や持 ち味 に気付 くことが、達成意欲 を高め ることにつ ながる。自己を理解す るには、

自らが 自分 自身に 目を向 けること、 また集 団活動 を通 して、 自分 自身の中にあるまだ知 らな

い 自分 に気付 いてい くことが大切 である。

本事例で は、ホームルーム活動 の中で、「自分 自身の 目」 と 「友人 か らの 目」 を通 して 自

己 を見つめ 、「自分 とは何 か」 を探 り、 自己実現へ とつ なげてい くことをね らい と した。

(2)対 象 1年 生37名(男 子21名 、女 子16名)

(3)方 法

ホームルーム活動指導計画の もと、「自分 とは何か」「自分 の持 ち味 は」 「何 をや りたい の

か」「や りが い を感 じるには」 な どを考 え、 自己を見つめ させる。

匡 によ・1 y

l自己理解l
T

1友人による1

自己理解 ⇒塵 賜 ・向けてト[課題の発貝]⇒[亟 亟]

【自己理解 の深化 】

ア 過去 の 自分 を振 り返 る(自 分 に贈 る手紙) 表1過 去の自分を振り返る

小 ・中学生 の 自分 を振 り返

るために、当時の夢 や希望 、

興味 ・関心 、思 い出な ど箇 条

書 きにす る。(表1参 照)

書 きやすい ように、視点 と

なる項 目を何点か挙げてお く。

過去 の 自分 を振 り返 る こと

で、過去 の 自己 を理解す る。

1過 去 の 自 分 を 振 り 返 る1

今日は、過去の自分を振り返り、小学校、中学校時代の自分に対して、ほめてあげ
たいことや言っておきたいことなど(良 い点、反省点)を 箇条書きにして下さい。

【小 学 校 時 代 の 自 分 に 贈 る 手 紙 】

1. _一________________________

2.(ホ ー ムル ー ム の 中 で の に つ いて)
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イ 今の 自分 を見つ める

① 自己イメージの明確化

「私 は～で ある」の文章 を書

く。(表2参 照)

この とき、自分の良 さや個性、

学業成績 、夢 中になってい る こ

と、生活態度 、友人 関係 、家族

の願 い、悩み ・苦 しみ な どに関

して書 ける ように、視点 となる

項 目を何点 か挙 げてお く。

`表2自 己イメージの明確化

自分の良 さや個性 、学業 成績 、夢 中にな ってい ること、生活態度、友入関係、家族
の願い、悩 み ・苦 しみなどにっいて考えてみよ う。

「私 は～で ある。」 という形式 で文章を10個 作 ってみよ う。

(ホ ームルームの中の自分)

私 は

(自分の良い ところ)

去は

現在 の 自分 を振 り返 るこ とで 、現在の 自己 を理解す る。

② 過去 と現在 の比較 表3過 去 と現在の比較

「過去 の 自分 を振 り返 る」 と

「自己 イメージの明確化」か ら、

過去 と現在 の 自分 を比較 してみ

て、成長 して きた点、大切 に し

てい きたい点や変 えてい きた い

点 などを考 え、書 く。

(表3参 照)

自 分 を 見 っ め る

「過去の 自分を振 り返 る」 と 「自己のイメー ジを明確 に しよ う」を読んで、感 じた

ことや思 いっいた ことを まとめて みよう。

1.「 変わ らなか った」と思 ったこ とは何ですか。

2.「 変 わった」 「成 長 したJと 思 った ことは何ですか。

3.こ れ から変 えてい きたい ことは何ですか。

4.こ れ か らも大 切に してい きたい ことは何ですか。

【相 互評価 に基づ く自己理解】

ウ ホ ームル ームの中 で自己 を見つめ る

① 友達 か らの手紙

ホームルームの全員が、 自分

以外の生徒の良 い点 を1つ ず つ

書 く。(表4参 照)

そのために、担任 は、良い と

ころを探す期 間を設 け、意識 的

にホームルームの友 人に 目を向

け させ る。例 えば、文化祭 の時

期 に実施す る ことで、行事 を通

して普段 とは違 う友 人の一面 を

発見 しやす くす る。

また、担任 は記 入 された内容

を確認 し、人権上 の配慮 を して

か ら生徒一 人一 人の個 人カー ド

(友 人か らの手 紙)を 作 り、

表4友 達からの手紙

ホームルームの仲間一人一人に、本人の良 い点や憧れている点 を書いて下 さい。

ホームルーム活動、学校行事、 クラブ活動 、委員会活動などを見て気が付いた こと

を書 いてみよう。

【書 き方】 必ず具体的 な理由を書いて下さい。

【注意点 】 身体 ・容姿 など外見的な ことではな く、性格や能力、考え方や行動の取
り方 などの内面的な ものに目を向けること。

欠点や悪 い点、中傷す ることなどは書か ない こと。

担任が、これ をもとに個人 カー ドを作成 します。

各 自が他の生徒か らの声 を聞ける ようにす る。
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② 自分について考 え る

「今 の 自分 を見つ める」(自 分 の 目)と 「ホームルームの中で 自己を見つ める」(友 入 の

目)か ら自分の良 さや持 ち味に気付 くとともに、 自己の課題や これか らの行動 な どにつ い

て考 える。(表5参 照)

③ グル ープでの話合い 表5自 分について考える

「友人の 目」 か ら気付 いた面

(良 い点)を 発表す る とともに 、 自 分 を 考 え る

「自分 を見 つ め る こと」 や 「友

人を理解 しようとす るこ と」 に

つ いて考 え、話 し合 う。

④ 発 表

今 回の 「自分 さが しの旅』 を

行 ってい くなかで、感 じた こと

や考 えた こと、 グループで話 し

次 の点 にっいて考 えてみよう。

1友 人か ら気付か され た自分 の良 い点

2自 分の良 い点や持 ち味

3大 切に してい きたい こと

4「 自分の持ち味 」をどのよ うに生か してい きた いか。

5.「 自分 に目を向ける」ことについて

6.「 友人 に目を向 け、理解す る」こ とにっいて

合 った ことな どをまとめて発表す る。

(4)生 徒 の感想

・ どん な と き も、相 手 の 立 場 も考 え て い こ うと思 った 。

・ 自分 の考 え を もち
、相 手 の 意 見 も取 り入 れ て 、 よ り良 く発 展 させ て い きたい 。

・ ほ ん の少 しだ け ど自分 を好 きに な れ た気 が す る
。

・ 日頃 、話 す こ との なか った 人 と身近 に な った 気 が した 。

・ 友 達 か ら 自分 が もって い な い もの を見 つ け 、 吸収 して い きた い。

(5)結 果 と考察

本事 例では、 自己理解 を深 めるため に、小 ・中学生 の 自分 を振 り返 らせなが ら、現在の 自

分 と比較 させ た。生徒 は、 自分 の良 さを文章化す るこ とで 自分 を見つめる ことがで きた。

しか し、生徒 の中には、 自分 を省み ることに慣 れていなか ったため、十分 に見つ めるこ と

がで きない もの もいた。そこで 、文化祭前 の1週 間を使 って、ホームルームの仲 間の良い点

を探 させ る試 み を行 った。そ して、担任は、探 させ た良い点 を 「友人か らの手紙」 と して本

人 に渡 した。ある生徒 はこの手紙 を読んで、「俺って こんな人。嬉 しくなっちゃう。」 と、 自

分 では気 が付 かなかった 「新 たな自分」 を知 り、喜 びを感 じる とともに、それを大切 に して

い きたい と感想 を述べ てい た。 この ことか ら、自分だけでは 自己を見つめるには限界があ り、

ホームルーム集 団の なかで 、他の生徒 か ら得 た 「新たな 自分」 を知 るこ とが 、真の 自己理 解

につ なが る と言 える。

今後 も、生徒 に自己理解 を一層深め させ、 自己の良 さや持 ち味 に気が付 かせて 自信 を もた

せ る必要があ る。 このため に、教師 は、計画的 ・継続 的なホームルーム活動 を行 ってい くこ

とが大切であ る。
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2ホ ームルーム活動 一 自ら考 え、話合 いを通 して生 きる力 をは ぐくむ指導の工夫一

(1)ね らい

本校 は全寮 制の男子 高校 である。寮で は生育や家庭環境等が全 く異 なった生徒 たちが寝 食

を ともに して共同生活 を送 っている。そ こで は自己中心的な考 え方 を抑 え、自己 を律 して友

人 と協調 し、友人 を思 いやる心が必要であ る。

しか し、現状 では非常 に短絡 的な考 え方の生徒 が多い。物事 を筋道立 てて考 える ことが苦

手 であ り、 目の前 の楽 しさを追 って生活 してい るように思える。

本 来、生徒 はお互 いに切磋琢磨 し、自己 を高め、集団へ の帰属 意識 を もち、 日々充実 した

生活 を送 る ことが大切 である。そのため には、 自ら考 え、判 断 し、行動 し、 さまざまな課題

を主体 的に解 決で きる力 を身に付 け させ るこ とが重 要である。

本事例 では、生徒一 人一 人が 自己を顧み て自己理 解 を図る こと、集団での話合 い を通 して

自己理解 を深化 させ る こと、 自らの考 えを相手 に伝 え、互いに確 かめ合 える豊 かな人間性 を

は ぐ くませ る ことをね らい とした。

(2)対 象 1年 生男子19名/ホ ームルーム(全 校生徒220名1年 生64名)

(3)方

ア

ー 日の 自分 の生活 を顧み るために
、表

1「 生活の記録簿」 を活用 している。 日

曜 日の消灯前 にその週 の予定 、 目標 と翌

日の時 間割 りを書かせ 、生活 と学習へ の

目的 を もたせ る ように工夫 してい る。 ま

た 、毎 日、そ の 日の授業の 内容 、一 日の

反省や感想 を書かせ、 自 らが課題 を見つ

け た り、考 えた りで きるように している。

生徒 は、土曜 日にその週の反省 を記 入

した後、「生活 の記 録簿 」 を班担 当の教

師 に提出す る。そ して、 日曜 日に班担 当

の教師 はコメン トを記 入 して返却 する。

コメン トの 内容 は、生徒 自身が 日々の

目標 を もち、 それ に向か って頑張れる よ

うに励 ま しの言葉 を多 くす る。

また 「生活の記録簿」の用紙 を綴 じる

個人 フ ァイルを作 り、個人面談の際に 自

己 を顧み させ る材料 と して活用する。同

時 に 「これだ け続け ることがで きた」 と

い う成就感 を味わ える ように している。

法

「生活の記録簿」 を通 して、自己を顧 みて、 自ら考 える態度 を育成 する

表1「 生活の記録簿」

/～/ 月曜日 火｠日 水曜日 木曜日 盒曜日 t躍 日 日曜日

今週の予定

今週の目M:

_月_日

月曜日
天L_

時間 1限 2限 3隈 4限 5限 6限 放鎌後

科目

内容

学習時間の内容 今日一日の反省 感想 明日の予定

_月_日

火曜日
天候

ψ 冒一「 一一 一

輔 1限 2限 3隈 4限 5限 6阪 放課後

科目

_月_日

土曜日
天候

堕

糊

酪

1限 2限 3限 4限 5限 6限 放課後

今日の反省

メモ
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イ 話合 いを通 して人間関係 を作 る態度や能力 を育成 する

話合いの 中で、 自らの考 えを相手 に伝 えた り、相手 の考 えを聞いた りして、互 いの考 え

を共有 し合 うことは、 自己理解 を深め、人間 としての望 ま しい在 り方生 き方 を考 え る上 で

大切であ る。そのためには、集 団の 中で 自分に とって 「意味あ る他者」 との人間関係 を作

ることが重 要である。

そ こで、表2の 指導展 開例 を もとに、生徒一 人一人が 、学期の始 めに決めた 目標 や 「生

活の記録簿」 を活用 して話 し合 うこ とで、集団の一員 としての在 るべ き姿 を考 え させ る。

表2「 指導展開例(2時 間授業)」

時 間 生 徒 の 活 動 教 師 の 支 援 使 用 す る も の

導 5分

・活 動 の 内 容 、 及 び 目的 を 聞 く。 ・今 日の活動 及 び 目的に つ いての

説 明 をす る。 「残 り半年 を有意

・ホ ワ イ トボ ー ド

義 に過 ごす た めにJ

入 5分 ・19名 の 生 徒 が4つ の 班 に分 か れ 、 ま と ・活 発 な意 見が 出る よ うに班 を分

め 役 を 決 め る 。 け る 。

・自 己 開 示 を 行 う た め に 、1人 ず つ 自 分 の ・,生徒 一 人 の 話 す 時 間 を 決 め る 。 ・ 「生 活 の 記 録 簿 」

「生括 の記 録簿 」 を 見なが ら、2学 期始 ・他 者 に 左 右 さ れ ず 、 自 分 の 考 え ・2学 期 の 目標 一 覧

め に立 て た学 習 と生活 の 目標 を班員 に伝 を 自 由 に話 す よ う 助 言 す る 。 ・生徒 手帳 等

え る。 そ して 、 自分 自身が現 在 どの程 度 ・他 者 の意 見の 批判 は しな いよ う

10分 目標 が 違成 で きて い るか述 べ る。 に 助 言 す る 。

展
・ 「○ ○ 高生 と して の在 るべ き姿Jと は ど

う いう こ とか につ いて 自分 の考 えや 意見

を述 べ る 。

・班 内 で 話 し合 っ た こ と か ら 、 「○ ○ 高 生 ・生 徒 が 考 え た り、 感 じ た り した ・メ モ 用 紙(タ ッ グ

10分 と し て の 在 る べ き 姿 」 と は ど う い う こ と こ と を で き る だ け 多 く の メ モ 用 シー ル300枚)

か思 いっ く ままに メモ 用紙 に記 入 して い 紙 に記 入 す る よ う に 助 言 す る 。 ・鉛 筆 、 消 し ゴ ム

く 。(1人10枚 以 上 を 目指 す)

開
・班 の 中で 出され た メモ用 紙 の同 じ内 容や

類似 した内 容 を集 め る。

・集 め る 内 容 を よ く吟 味 す る よ う

助 言 す る 。

・ク リ ッ プ(多 数)

・輪 ゴ ム(多 数)

・集 め た 内 容 を ク リ ッ プ で 束 ね て 、 こ れ ら ・ 「見 出 し」 に メ モ 用 紙 の 内 容 が ・赤 マ ジ ッ ク(4)

20分 の 内容 を簡 単 に まとめ た 「見 出 し」 を赤 必 ず 含 ま れ る よ う に し、 そ の 文

マ ジ ッ ク で書 く. 章 表現 を十 分 に吟味 す る よ う助
・こ れ 以 上 ま と め られ な くな る ま で 、 上 記 言 す る 。

のf乍 業 を 繰 り返 す 。 ・どの グ ル ー プ に も 入 ら な い 内 容

は 集 め て お く よ う に 指 示 す る 。

展

開

30分

・ 「見 出 し」 の相 互関 係 を考 え、分 か りや

す く模造 紙 に配 置す る。(構 造 化)

・構造 図が 主張 して いる こ とを適切 な文 章

で表 現す る。

・生 徒 が 「見 出 し」 を 配 置 し 、 構

造 化 す る際 、 生 徒 の 考 え が ま と

ま る よ う に 助 言 す る 。

・模 造 紙

・色 マ ジ ッ ク

ま

と

め

15分

・班 ご と に 発 表 す る 。

・各 班 か ら 出 さ れ た 意 見 か ら、 ホ ー ム ル ー

ム の 目標 と具 体 的 な 取 組 み を ま と め る 。

・各 班 の 発 表 時 間 を決 め る 。

・構 造 図 か ら 分 か っ た こ と を 具 体

的 に 話 す よ う に 助 言 す る 。

・班 の 構 造 図 を ホ ー ム ル ー ム の 構

造 図 に ま と め る よ う助 言 す る

・指 示 棒

5分 ・生 徒 一 人 一 人 の 目標 と 取 組 み を書 く。 ・話 し合 い の 内 容 が 具 体 的 に 生 か

さ れ る よ う助 言 す る。
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「

(4)結 果 と考察 轡

4月 当初 は、「生活の記録簿 」 を毎 日継続的 に記録 す る生徒が少 なか った。 しか し面 談 の

際 に 「生活 の記録簿」 の意味 を説明 してい くことで、生徒 自身が 自己 を顧 み ることの大切 さ

を理解 してい き、継続 的に記入す る生徒 が増 えていった。その記述内容か ら生徒 が徐 々に 自

己理解 を図ってい く様子が伺 われた。特 に、週の 目標 を具体的 に もつ ことか ら 日々の生活 に

前 向 きに取 り組 む姿勢 が伺 われる ようになった。

そ こで、 さらに生徒一 人一人が 自己理解 を深化 させ 、集 団活動 を通 して豊か な人 間性 をは

ぐ くませ るために話合 い を行 った。話合い を始めるに当たって、話合 いに慣れてい ない集 団

で は班分 け とまとめ役 の生徒 の決 め方 に工夫 をする必要 があった。今 回は教師が班分 け とま

とめ役 の生徒 を決めた。その結果 、各作業 を活発 に進 める ことがで きた。

規

時 間

・ち ゃん と7

時に起 きよ

う
・決め られた

時間 を守 ろ

う
・時間厳守

↓y
人 間 関 係

・弱い者 をい じめ たり

脅か した りしてはな

らない
・他人 に迷惑 をかけな

い
・人の ことも考 える

「規則正 しい生活とたえず努力することが良い友人関係をつ くる」

一 盗 難 一

・盗難が起

こらない

ように自

己管理 を

す る

則
一酒 ・タバ コ ー

飲 酒 、 喫
1煙は し な

い

礼 儀
一 礼 儀 一

・礼儀正 しく

・常識にそって

・礼儀正 しい生 活

をする

一 あ い さつ 一

あいさつを
しっかりする

一 常 識 一

人の話 し

を しっか

り聞 く
・人の話 し

を聞 く
・場 をわき

まえる

1

↓v

}杢

y健

友 情
・人間関係 を深め る

・友情 を深め る

・団結 する

幽
誕

鷲

㌦

清
し

一 元 気 一

・いつ も明

る く元気

よく

一 部活 一

・部活や勉

強をがん
ばる

自 己 の

勉 強

・授業 を真剣 に取 り組

もう
・勉学に励 む

・学習時間を頑張 る

向 上
努 力

何事 も真面 目に取 り組 む

何事 にも全力 をつ くそ う

何事 にもあ きらめない

向上心 をもつ ・自分 を鍛 える

たえず努力す る ・ま じめ に

図1「 ○○ 高生 と しての在 るべ き姿」の構 造図

生徒が苦労 していた点 は、話合 いで 出て きた 自分たちの意見 を構造化す るこ とで あった。

(図1参 照)メ モ用 紙 をどの ように まとめるべ きか苦労 していた。 教 師 は生徒 が 困 って い る

ときは 「この ように も考 え られるので は?」 などと臨機応 変に適切 な助言 を行 うこ とが大 切

で ある と感 じた。

話合 いの後で、「自分 自身で 自己 を振 り返 り、今後の在 り方 を考 える ことがで きたか?」 と

い うア ンケー トでは、19名 中16名 の生徒が 「で きた」 と回答 している。 このことか らも自己理

解が深め られた と考 えられる。 また、感想には 「他の班 の意見 を聞けて良か った」 「み ん なが

真面 目に考 えていることが分かった」 ということが書かれていた。友人を批判 しないことによっ

て、友 人の意見 を聞 く態度がは ぐくまれた と思 われる。 また、仲間の考 えが書 かれている メモ

用紙 を構造 化する過程で、お互いの考えを確かめ合 い、協力 して構造図を作成 し合 うことか ら、

豊か な人間性 をは ぐくみ、物事 を筋道立 てて考 えようとする きっかけが生 まれた。

今後 も、 この ような取組 みを計画 的 ・継続的 に行 うことで、生徒 に様 々な課題 を主体 的 に

解 決 していける力 を身 に付 け させ る ことがで きると思 った。
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3ホ ームルーム活動 一生 きる力をはぐ くむ文化祭 ステー ジ指導 の工夫一

(1)ね らい

本校 は文化祭や体育祭 を中心 と した学校行事 に力 を入れてお り、地域社会か ら 「行事の○

高」 と呼 ばれている。文化祭 はホームルーム単位で参加す る ことになってお り、生徒 に とっ

て 日常 の学校生活で は 目を向け に くい 「集 団の 中での個人の存在」を自覚す るよい機会 となっ

ている。

しか し、3年 生 になって も学校生活 の中で生徒同士 の人 間関係の希薄 さを感 じる場面が 多

くある。 それは、小 グループの中で さえ も人か らどう思 われるか を絶 えず気 に していて 、本

音 を言 えないこ とであ る。

そこで 、文化祭 とい う学校行事へ の取組み を通 して、生徒一人一人が よ り深 くホー ムルー

ムの仲間 とかかわ りなが ら、互 いが本音 を言い合 うとともに、協 調性 や責任感、積 極性 な ど

の 「生 きる力」 を引 き出す ことをね らい と したホームルーム活動 を計 画 した。

ホーム ルーム指導 に当た り、次 の3点 を指導の留意事項 と した。

① 集団の 中で、 自分の存在価値 を見い出 させる ようにす ること

② 集団の 中で、 自分の役割 を積極的 に果たせる ような場 を設定する こと

③ 「仲間の和」 の大切 さを深 く実感で きる ような取組み にす ること

② 対 象 3年 生40名(男 子21名 女子19名)

(3)取 組 み

9月 の文化祭 に向けて、生徒

たちは、高校生活最後 の文化祭

を 「演劇」 で参加す る ことに決

定 した。

文化祭 当 日までの生徒 の動 き

と教 師の指導 のポイ ン トを右表

に まとめた。(表1参 照)

ア 話 し合いの雰囲気作 り

担任 は、生徒 の 自主的、実践

的な活動 を支援 し、生徒 自身に

よる創 意工夫 を発揮 させ るため

に、生徒 同士 の話合 いを しやす

くす る必要 がある と考 えた。

そ こで、ホームルームでの話

合 いの前 に実行委員 と打合 わせ

を行 い、次 の ような工夫 を考 え

させ た。

表1文 化祭までの生徒の動きと教師の指導ポイン ト

生徒の動 き 指導のポ イン ト
5月 初旬LHR

,

SHR

6月 初旬

6月8日 体育祭

6月 初旬LHR

SHR

6月 下旬 放課 後
～7月

7月 上旬 終業式

夏季休業前半

夏季休業後半

9月 上旬

中旬

全 日準備

(2日 間)

当 日

(9月21日)

10月 中旬LHR

企画検討

(1)企画ア ンケー ト(集 計・発表)

② グループ別の話合い

(3腿 案理 由の説明 ・採決
→演劇 に決定 、代表者の選出

作品の決定→ 「白い嵐」

演劇提案者が概要説明、採決

役割分担、作業内容 を検討

ビデオ視聴→仮脚本作成

脚本作 り→代表者たちが ビデ

オを見 なが ら作成

話 し合い→ メインテーマは何

か(代 表者、有志)

役割 ごとに作業内容や費用、

日程 を具体的 に検討

人が集 まらず、予定の練 習、

作業がで きない 日が続 く

大道具作成 などの作業が続 く

役者の練習開始、作業続 く

合唱 曲の選曲

リハーサ ルが うまく行かず、

せ りふ、大道具 など手直 し

合唱練習、演技の練習

(演技の工夫、エキス トラの

練習、音響 ・照明 との タイミ

ングあわせな ど)

午前 最後の確認→上演

反省会

*話 し合いの雰囲気作 り
→ ア ンケー ト雑 談 ・班 別討議

*良 い ものか ら学ぶ
→ 記録 ビデ オ視聴(歴 代3年 生

の企画紹 介)

*ホ ームルームか ら発信するメッ

セージは何か
→ テーマの洗い出 し ・選択

*行 事 で燃 えるために
→本 気で取 り組 み 、 本物 をめ ざ

す/ホ ームルームの団結

*ホ ームルームの協力体制づ くり
→連絡 ノー ト、生 徒 同志 の連絡

体 制を確 立

*新 たな課題へ の取組 み
→ 良い劇をめざす共通理 解の 下 、

意 見を発表 しあ う

*客 観 的立場 で意見を述べる
→ ビデオ撮 影

*取 組 みを振 り返 って
一+意欲、 責任 感、 協調 性 につ い

ての自己理 解

(作 文、アンケー ト)
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F

互 い に連帯 し、協 力 し、各 自の責 任

を果た してい くことが大 切である。

そ こで、担 任 は実行委員 と相談 し、

ホームルームの協 力体制 を作 り、結

束 を高めるための工夫 を考 えさせた。

① 連絡 ノー トの活用(表2参 照)

② 背面 黒板の利用(表3参 照)

③ 連絡網 の整備

連絡 ノー トには、その 日の 日誌 と

して出欠の記録 と活動 内容及 び明 日

の作業予定 や仲 間へ の メッセージ を

① ア ンケ ー ト形式 でのアイデ ィア募集'》

② 同意見 グルー プごとの話合 い

③ 文化祭記録 ビデオ等の視聴

④ ショー トホームルームやホームル ーム通信 での話題提供

日常の学校生活の なか に早い時点か ら高校生活最後の 「文化祭 」 とい う共 通の話題 があ っ

た ことで、少 しずつ 「仲間の和」 が広が ったように感 じられた。

イ 協 力体 制作 り

夏季休業 日中の準 備活動は、初 日こそ多 くの生徒が集 まった ものの、す ぐに人が集 まらな

くな り練 習 にならない 日が続いた。「演劇 を成功 させ る」 とい う集 団の 目標 を達 成す るた め

には、生徒 各 自が集団の規律 を守 り、 表2連 絡 ノー ト(「音響」ノー トの1ペ ージ)

「音響」予定 記録・明日の予定・伝言

7/22台 本 を見 て、 使い そ う

な音 をピックアップ。

各 自、音 を探す。

7/23ピ ック ア ップが終 わ り

次第 、本格 的 に音 探 し。

7/28み んなで音 を聞い て話

合い。

明 日、音のCDを 購入 。

7/29図 書 館へ 行 き、 音のC

Dを 借 りる。

7/31演 出 の 確 認 、 音 の 編 集 。

意外 といっぱいあって驚いた。

明 日もピックア ップ。

どこで どうやって探 すんだ?(A)

ピックア ップ終 了 。 これで い いか 、

演出に確認 しといて。(S)

やっぱ31日 じゃない と無理 。(F)

効果音 のCDは ヘ ンな もの もあるぞ!

使える?(S)

雷は もっ と迫力欲 しい。(F)

図書館 は便利 だ 。 みん なで い けば 、

いっぱい借 りられる。

行 かれる人、募 集!(A)

せ っか く音 を とって も使えないん じゃ

しょうがないそ!

通 し稽古 しない とわかん ない ら しい 。

(S)

記入 した。 この ことに よって、誰が いつ きて も作 業 に加 われる ように した。(表2参 照)

背面黒板 は、ホームルーム全体への連絡 表3あ る日の背面黒板

用 の伝言板 として活用 した。(表3参 照)

さらに、数 日顔 を出 さない生徒 には、同

じ係 の生徒が連絡 を とるよ うに した。生徒

たちは、参加 で きない明確な理由を知れば、

案外素直 に欠席す ることを受 け入れていた。

③ 新 たな課題 への取組 み

5月 か ら文化祭 に向 けて、生徒 は自発的

に創意工夫 をし、互いに協力 して活動 を行っ

役 者 ・ ・通 し稽 古2回 程 度

演 出 ・ ・照 明 、 音 響 も 参 加 で

小 道 具 ・

大 道 具 ・ ・買 い 出 し組(3人)

作 業 組 に 別 れ て

の ぼ り ・ ・ひ た す ら 作 業

ポ ス タ ー ・ ・す ご い の が で き るぞ!

く お 願 い!

綿 持 っ て き て。(の ぼ り係)

Tシ ャ ツ は 無 地 の も の。(衣 装 係 〉

て きた。そこで、担任 は、生徒 自身が これ までの成長 を振 り返 り、さ らに自己 を一層伸長 さ

せ る ことが大切 である と考 えた。 そ して、2学 期最 初のロ ングホームルームで 、生徒一 人一

人 に 「演劇 を成功 させ るために、自分 は何 をすべ きか」 を考 えさせ 、 目標 と各 自の役割 を再

確認 させ た。生徒 は もともと自分が希望 した役割 だけに、この こ とによって 、 目標が はっ き

りして作業 や練習 の雰 囲気が一層 よ くなった。具体 的には、自分の役割 を早 く終 えた ら、他

の生徒 の作業 を手伝 った り、友人の演技 にア ドバ イス した りす る生徒 がでて きた。
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さらに、 ロングホームルームの話合いの中で、生徒 の中か ら 「(演劇 を よ りよ くす るため

に)劇 の最後 に合 唱 したい」 とい う提 案が出 された。 しか し、他の生徒 か ら 「時間が ないの

に、 なぜ や るのか」「練習不足 にな り、劇 その ものが失敗 して しま う」 な どの多 くの反対 意

見が 出され、激論 となった。生徒 たちは賛成、反対 それぞれの立場 ではっ き りと意見 を述 べ

あ った。 これ まで は対 立 を避 ける傾向があ ったが、生徒各 自に 「最後の文化祭 を成功 させ た

い」 とい う強い 目標があったため、互いが本音 で話 し合 いを して 、互いの主張の違い を認 め

合 い、 よりよい解決方法 を探 す ことにつ なが った。結 局、「最後 は全 員 で歌 って舞 台 を締 め

くくろ う」 と意見が ま とま り、ホームルームの力 を結集 して、新 たな課題 に全員で挑戦す る

こ とになった。

(4)生 徒 の感想

○ 最初 か ら 「そんなので きない」 と決めつけるので はな く、最後 まで真剣 に取 り組 めば

よ りよい ものがで きる と思 う。(女 子 ・指揮者)

○ 役割 はそれぞれ違 って も、一つのステージを作 り上 げるためにみんなで 「協力す る こ

と」 を学 んだ。(女 子 ・大 道具 係)

○ 学 んだ ことは まとまる とい うことの大変 さ。得 た ものは大変だ った分の大 きな感動 だ

と思 う。(男 子 ・照明係)

○ 大 きな立場 じゃな くたって役 に立て ることが分 かったので、実社会の 中で も学 歴 とか

地位 に関係 な く、一生懸命 やる。(男 子 ・ポスター係)

○ 今 回の経験 は、辛い とき、苦 しい ときに思い出せ ば元気 になれ そ うな気がす る。集 団

で行動す るときの 自分の役割 、立場が分か った と思 う。(女 子 ・小 道具係)

(5)結 果 と考察

40人 の力 を結集 したス テー ジは、「グランプリ」 とい う評価 を得 ることがで きた。 これ は、

演技が うまくで きた とい うこと以上に、準備 の過程か ら生徒一 人一 人が努力 し、成長 した成

果で ある。例 えば、 リーダーの一人である生徒 は、役割分担 ごとの話合 いに参加 し、各係 の

や るべ きことをすべ て把握 し、全体 に指示 を出せ るようになっていった。 また、大 道具 係の

生徒 は、夏季休業 日中 もず っと自分の作業 を責任 もって続け るとともに、他 の係 の仕事 も率

先 して手伝 っていた。生徒各 自が 自分の ことだけで はな く、周囲 をみ る余裕、今何 をすべ き

か を判断す る力がついて きた現 れであ ると思 う。

文化祭後のア ンケー トには、「協 力す るこ と」「まとまるこ と」の難 しさ と、 自己 の役割 を

果た した ときの成就感や達成感 につ いて数多 く書 かれてあった。生徒 は、集団活動 を通 して

自己の力 を十分発揮 し、個々の力 を集 団の力 と して まとめてい くこ とで 、大 きな感動 と深 い

充実感 を味 わい、また、自信 をもつ ことがで きた と考 えられる。そ して、その 自信 が、一 人

一人 の生徒 を さらに成長 させ、将来の 自己実現 に向 けた大 きな力になる と思 う。教 師は、今

後 もさまざまなホームルーム活動 を通 して、生徒が本来 もっている力 を引 き出す ような実 践

を行 ってい くことが重要 である と実感 した。
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4学 校行事一地域社会 との連携 ・協力 を図 った集團活動の指導一

(1)ね らい

ア ンケー トの調査結果 による と、約半 数の生徒が小 ・中学生 時代 の思い出 として、「フア

ミコ ンな どゲームで遊 んだ」、「雑誌やマ ンガを読 んだ」、「ビデオ ・テ レビを見 た」 な どを

挙 げている。また、地域活動や ボランテ ィア活動 については4割 を超 える生徒 が 「参加 し

た こ とが ない」 と答 えていた。

本校 は離 島に位置 し、在校生のお よそ3分 の2が 寄宿舎で生活 している。そのため、本

校の多 くの生徒 も地域社会 に関心 をもつ こ ともな く、学校 と寄宿舎 での生活 に終始 しかね

ない状況 にあ る。 また、 自宅か らの通学生 も都会へ の憧 れが強 く、 自ら住 む地域社会 に関

心や理解 を示す こと もな く三年間 を過 ごす傾向が見 られ る。

この ような現状の なかで、生徒一人一人が 「生 きる力」 を身に付 けるためには、地域 で

の 自然体験 や社会体験 などの さまざまな活動 を体験 させ ることが重要 である と考 えた。

そ こで、本事例で は、次の3点 をね らい として実践 を行 った。

① 学校 と地域社会が連携 を図 り、学校教育活動 に地域社会 の教 育力 を取 り入れる こと

② 共通の興味 ・関心 をもった集団を組織 し、生徒 の主体的 ・自主的な活動 を促す こと

③ 勤労 ・ボランテ ィア体験 を通 して、人間 としての在 り方生 き方や 自己の進路 ついて の

考察 を深め させ ること

(2)対 象2年 生49名(男 子32名 女子17名)3年 生54名(男 子31名 女子23名)

(3)方 法

生徒 一人一人が興 味 ・関心 に基づ いて選択 した近在の事業所 ・施設 の活動 を一 日実体 験

す る学校行事 「体験学 習 日」 を実施す る。

ア 活動場所 ・内容の決定

① 活動場 所 については、生徒 の安全 、活動内容 、進路 意識等 の観点 を踏 まえなが ら検

討 し、地域社会へ協力 を依 頼す る。

② 生徒 には、二学期 当初 のホームルームで 「体験学習 日」の 目的 と具体的な活動場所 ・

内容 な どを周知 させ る。(表1:活 動場所一覧 参照)

③10日 間程 度の期 間を設定 して生徒 の興味 ・関心 か ら活動希望場所 を考 え させ る。

④ 活動場所 の希望調査 を行 い、活動場所 を決定 する。その際 、活動 目的 を明確 にす る

ために調査用紙 に希望理 由 ・目的 を記入 させ る。 また、受入 れ事業所 の施設 や人員 の

都合上 、多少 の調整 を行 う。

⑤ その後 、各事業所 の担 当者 と数回の打合 わせ を行 い活動 内容 ・スケジュールな ど事

業所 ごとの具体 的な指導計画 を立て る。

イ 事前学習

生徒一 人一 人の 目的意識や活動場所 についての認識 を高 めるために、活動場所 ご との

事前学習 を行 う。引率教 師は活動 に際 しての留意 点、活動 内容 、スケジュール等の確 認

を十分 に行 う。又 、生徒 は活動記録用紙 に各 人の活動 目標 をま とめて発表す る。
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表1:活 動場所一覧

事業所 ・施設 人数 活動内容など

① 町立老 人ホー ム 12 散歩付 き添い、食事介護

清掃 活動

②在宅介護

サービスセンター

5 お年寄 りのサークル活動参

加、入浴 補助(介 護 ・送迎)

③福祉施設 10 環境整備作業(草 取 り)

④北部診療所 3 看護補助 、施設見学 など

⑤○○汽船 4 乗 ・下船客誘導整理 、乗船

名簿回収 、売店補助

⑥☆☆般空営業所 6 荷物搬入 ・受け渡 し、機 内

清掃 、施設見挙 、予約業務

⑦△△温泉 ホテル 10 配下膳、皿洗い、客室清掃 ・

設営 、風呂掃除

⑧◇◇旅館 11 フ ロ ン ト、 レス トラ ン、売

店 、 客 室 業 務 、 ゴ ル フ施 設

⑨◎◎保育所 5 園児指導補佐、給食指導

⑩ ※※※保育 園 4 園児指導補佐、給食指導

⑪郵便局 3 郵便業務全般、講義

⑫栽培漁業センター 12 種苗飼育作業、水槽な どの

清掃 作業

⑬ リス村 12 飼育 及び清掃作業 、設営

⑭動物園公園 6 飼 育、清掃 、健康管理作業

ウ 当 日の体制 と留意事項

実施 に当たって は、以下 のよ うな当 日の体制 と

留意 点を事前 に全教職員 で確認す る。

① 学校行事 との位置付 けか ら各事業所 ご とに引

率 教師を配置 し、学校 に本部(教 頭及 び教 師三

名)を 置 く。

② 引率教 師は、生徒の活動全 体 に目を配 り、事

故やけがのないよ うに十分 に配慮する。

③ 各事業所 ご とに救急箱 ・ゴミ袋 を用意 し、昼

食 などの ゴミはすべて持 ち帰 る。

④ 情報は本部 に集 中させ、具体的 な指示 や対応

は本部が行 う。万が一事故や問題が発生 した場

合の連絡の手順 を確認す る。又 、活動内容や ス

ケジュール に変更 があった場合 も必ず本部 に連

絡す る。

⑤ 生徒の移動は安全面へ の配慮 か ら、貸 し切 り

バ スを利用す る。

工 事後学習

活動後、生徒 は活動 記録用紙(図1参 照)に 活動 内容や感想 などを まとめる。引率教 師

も実際の活動や生徒 の様子 をま とめ る。 また、事業所の担当者か ら 「体験学習 日」へ の意

見や感想 を聞 き、 これ を集約す る。

次 に、 ロングホームルームで活動場所 ごとに体験 した内容 についての発表 をさせ る。 こ

の こ とで、他の事 業所 で同級生が どのような活動 や体験 を したか を聞 くとともに地域社 会

へ の関心 と理解 を深め させ る。 また、人間 と しての在 り方生 き方や 自己の進路 ついての考

察 を深 め させ る。

(4)結 果

当 日は好天 に恵 まれた。普段 よ り早 い集合時間に もかかわ らず 、生徒 は元気 な顔で学校 に

集合 した。生徒 は貸 し切 りバ ス2台 に分乗 して活動場所 に出かけた。活動 中は事故 もな く、

全員の生徒 が午後四時半 に無事帰校 した。生徒 は疲労感の中に も充実 した顔 を してい た。校

門か ら教 室 までの道の りは、体験 した ことを同級生や教師に嬉 しそ うに話す声で あふれ返 っ

た。

ロングホーム ルームで、生徒 は自分の体験 して きた活動内容 を一生懸命 に発表 した。そ し

て 、「来年 は違 うところに行 くそ」「来年 も同 じ所 に行 きたい」 「1年 の時か らやって欲 しか っ

た」「年 に2回 くらいや って欲 しい」 な どの生徒 の感想 が挙 げ られた。

ア 生徒 の感想 か ら

・施設見学が 中心。島の医療 の現状が よ く分かって良か った。で も、 もっ と実際の活動 を し

たかった。将来、看護婦 さんにな りたい と強 く思 った。(診 療所 ・2年 女子)
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・車椅子 を押 しての散歩 と食事 の手伝 いは緊張 しだ。最初はあ まり行 く気が しな くて、気

が重か ったけど、喜 んで もらえるのが嬉 しか った。普段 お年寄 りと接す るこ とが少 な く

て 、お年寄 りと話す ことは難 しかったけ ど、それで もい っぱい話 して下 さって今 まで 自

分の知 らない こと も沢山聞 くことがで きて

良 い体験 だった。一 日接 して、お年寄 りの

方 たちは とて も淋 しそ うだ った。 もっ と多

くの人がお年寄 りとた くさん話 をする こと

が大切 だ と思 った。

(老 人 ホーム ・2年 女子)

イ 事業所担当者 か ら

・職場体験学習 は中学校で も実施されているが、

現在で はほ とん どの生徒が進学 してお り、 む

しろ高校で実施す る方がベス トと思われ る。

で きれば1・2年 次 に実施 して欲 しい。また、

今 回時 間が短か ったので 、夏休み などに2～

3日 程度実施 しては どうか。(動 物公 園)

・将来 目指す職業 に触 れるこ とは大変良い こ と

です 。医療 の現場 は、守秘義務や医療法の問

題 もあって実体験 を させ に くい点があ り、今

後 どう取 り組 んで い くか現場 として検討 して

い きたい。地元の子供が将来島 の医療 に携 わ

るこ とを大 いに期待 しています 。(診 療所)

ウ 引率教師 の報告 か ら

に ロRギ ロ ロ ロ　ほ 　 ぼ く　たバラ

(樋 扇(5}年(}番 眺 〔)
〔襲1,～3,は 事前 学習 時 に記入.記 入 後、 桓当の 先生 に提出 の こと。)

1話 蝿 所'保 創 動
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(蝦4,～7,は 后動後 に記 入。記入 後.担 当の先 生に捷出 のこ と。)
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〔書 き毒れ ない嶺合 は、裏面 使用 可,

図1

・生徒 に接客業やサ ー ビス業への意識が薄い。事前学習 を もっ と充実 させ るな ど対策が必 要

で ある。バ スの時 間帯 は調整の必要があ る。(旅 館業 ・水産科 ・3年 担 任)

・先方 で資料 を準備 して頂 くな ど内容的 にも大変充実 していた。一 日中園児 の世話や講義 と

教材準備 な ど生徒 の感想 は 「疲 れた一」の言葉が多 かったが 、園児 との別 れは辛そ うで、

一 日素直 な高校生 だった
。(保 育園 ・体育科 ・生活指導部)

(5)考 察

今 回の体験学習へ の取組み は、当初のね らい を十分 に達成 した と言 える。生徒が普段接 す

る ことのない社会 を垣 間見 たこ とは、生徒 にとって貴重 な実体験で あ り、学校生活で は見 ら

れない積極性 や責任感 を引 き出す こ とがで きた。 この ような地域 での 自然体験や社会体験 な

どの さまざまな活動 は、生徒一人一人 に 「生 きる力」 を身に付 け させ るこ とがで きる と感 じ

た。今 後は、学校 と地域社会が連携 を一層深め、生徒 の教 育にかかわってい くことが大切で

あ り、そのためには、計画 的 ・継続的 な指導体制 を確 立する ことが重要 である。
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5生 徒会活動 一 自己実現 を目指 した文化祭企画指導の工夫 一

.(1)ね らい

本校 は定時制単学級のため生徒 数が少 ない。 このため、学校行事が沈滞化 してい る現状 が

ある。文化祭 にお いて も、毎年すべ てのホームルームが食堂で模擬店 を行い 、生徒 の中か ら

新 しい企画が 出 されるこ とはなか った。

また、教 師が生徒会役員 に 「例年 と違 う文化祭 を企画 を しよう」 と提案 して も、 「か った

るい」「つ まんね 一」「意味 ね一よ」「何で もいい よ」 と消極的 な答 えばか りが返 って きた。

この原因は、生徒が学校行事 を通 しての充実感や達成感 を期待す る以上 に、その過程 での

苦労 を嫌が った り、失敗 を恐 れた りす るためであると考 えられる。

そ こで、生徒会役員 に文化祭 を通 して

① 積極 的に行動 し、達成感 や成就感 をもたせるこ と

② 集団の中 での存在感 と自己実現の喜び を味 あわせること

③ 自 ら課 題 を発 見 し、意欲的 にその課題 を解決 する能力 を養 わせるこ と

以上の3点 をね らい と して下記 の実践 を行った。

(2)対 象 生徒会役員8名

(3)指 導の観点 とその経過

ア 企画 の決 定

生徒会 役員 に次 の3点 の問題 を提起 し、話合 いを させた。

① マ ンネ リ化 した文化祭 で良いの か?

② 一 ケ月前 にな って も準備 が始 ま らない状態 で良 いの か?

③ 生徒会 が先頭 に立 って準備す る雰囲気づ くりを した方が良いので はない か?

最 初、「毎年の流れ に乗ればいい」 と言 う意見 の生徒が多か った。 しか し、教 師が 問題

提 起の理 由 を説 明 してい くうちに、生徒 か ら 「生徒会役員が中心 になって食堂の飾 り付 け

を行 お う」 と提案 され、実施す ることになった。

イ 企画 の内容検討 表1ス ケジ
ュール表

生徒会役 員 に次 の4点 を助言

し、内容 について話合い をさせ

た。

① 文化祭テ ーマに沿 った もの

② 全員 で共同 して作 れ るもの

③ 最後までやり遂げられるもの

④ すば らしい と思 えるもの

その結果 、全 日制課程 と共通

のテーマである 「映画村」に沿っ

て映画 のキ ャラクターで食堂 の

入 口を飾 り付 けることになった。
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後 の課題 につ いて検討す る こ

とがで きた。

工 役割分担の決定

役割分担 の決定で は、次 の

二点 を助言 した。

① 自分の能 力や個 性 を考 え

ること

② 自分 に最 も適切な役割 を

選択 するこ と

この結果 、総監督、設計 図

立案係、制作係、買い 出 し係

を決めて 、各 自が責任 をもっ

ウ スケジュールの検討

生徒会役員に次 の2点 について助言 し、話合 いを させ た。

① で きるだけ話合 いがもてるようにスケジュール を立 てること

② 具体的 で分 か りやすいスケ ジュール を立 てること

その結果 、生徒 は文化祭 当 日か ら逆算 して一 ケ月前か らのスケ ジュール を立てた。 この

ス ケジュール(表1参 照)に は、生徒会 の活動 内容や会議 日程 とホームルームやク ラブ の

活動 日程等 を併記 した。この ことによって、生徒 に責任感が生 まれ、作業 が円滑 に行 わ れ

るよ うになった。 また、生徒 が週2回 の会議 を行 うことで、作業 の進捗状況 を把握 し、今

噸 醐

噸 ご讐 駕 幅 瑠鐘

禰■醐瞳'

蓼

墨

響

・

,

毒

駕㌣

ー

・㍍誌 驚欝

_驚 懲

轡 讐 鱗
轡

謬
講

擁
稽

響

一 泌,∵ 遍
写真1生 徒の作業風景

て これ らの役割 を引 き受けた。 また、生徒会役員 だけでは人数が足 りないので、 自分 た ち

で数名の協 力者 を募 った りも した。(写 真1参 照)

(5)結 果 と考察

今 までの生徒会 は、雑談の中か ら何 とな く意見 をま とめて学校行事 を進 めて きた。今回は、

教 師が生徒の 自発的 な活動 をで きるだけ尊重 しなが ら、生徒 が 自ら活動 の計画 を立て、協 力

し合 って文化祭 に取 り組め るよう助言 した。特 に、生徒の良い点 をほめる ように配慮 した。

最 初、生徒 は計画的 に行 う企画 に戸惑 っていたが 、次第 に新鮮 な気持 ちで、互 いが意 見 を

出 し合 い、課題解決 に向けて全員 で取 り組 む雰囲気が生 まれた。 また、生徒 は継続的に考 え、

行動 する ことが苦手 で、一 ケ月の短 い期 間であ ったが さまざまな問題が発生 した。生徒 が作

業 日に集 まらなかった り、部活動 の公式戦で 出席で きな くなった りして、作業が大幅 に遅 れ

た りした。 しか し、生徒 は週2回 の会議 を有効 に活用 して対策 を検討 した。ある生徒 は都 合

をつけて仕事 を休 んだ り、始業 時間の前 に登校 した りして作業 を手伝 った。 この ように、互

いに協 力 し合 うことで、当 日の開催直前 に飾 り付 けを完成す る ことがで きた。

文 化祭 終了後、生徒 は 「は じめは完成 しないのではないか と思 った」 「完 成 した もの を見

て、 自分 た ちもやればで きる と思 った」 な どの感想 を述べ た。 このこ とは、生徒一人一 人が

達 成感や成就感 をもつ とともに集 団の中での存在感 と自己実現 の喜 びを味 わ うこ とがで きた

ためである といえる。今後 も、教 師は、生徒一人一人が よ りよく成長 してい くために、 さま

ざまな機会 をとらえて、継続 的な支援 を してい くことが重要 である と考 える。
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6生 徒会活動 一生徒 による体育祭の企画 ・運営 に向 けての指導の工夫一

q)ね らい

体育祭 は、 日頃の学習 の成果 を学校 の内外 に発表す るとともに、教師 と生徒 、生徒相 互が

人間的 な触れ合 いので きる機会であ る。 また、生徒 が協 力 して活動す ることによって、成就

感や充足感 を味わい、連帯感 を高め ることがで きる行事 で もある。

しか し、最 近の本校 の生徒 は、体育祭 に 自主的 、積極的 に取 り組 む姿勢がみ られ な くなっ

て きてい る。その原因は、ア ンケー ト調査結果 に もあ るように、次 の2点 が考 え られ る。

① 学校行事 の企 画 ・運営 に深 くかかわった経験が少 ない こと

② 学校行事へ の参加 意欲が乏 しく、何事 にも受 け身の姿勢 になっているこ と

そ こで、本事 例では、体育祭実行委員会の活動 を通 して、生徒 に課題意識 を もたせ 、積極

的 にその課題 を解決 し、行事 をや り遂げ ることに よって成就感や達成感 を もたせ る ことをね

らい と した。その際、教 師の指導上の留意点 として次 の4点 を特 に考慮 した。

① 積極的 に自分た ちの手で作 り上 げてい こうとす る自主的、実践的な活動 にす る こと

② 活動の 目標 と計画 を立て、役割 を分担 し、積極的 、継続的 に実践 させ る こと

③ 生徒 自 らが課題 を発見 し、その課題 を解決 してい く力 をは ぐくませる こと

④ 活動 その ものの楽 しさや 目標 を達成 したときの喜 びを体験 させ ること

(2)対 象

体育祭実行委員32名(各 ホームルーム2名 で、1名 は体育委員 を兼務)

(3)方 法

本校 では、毎年10月 初旬 に体育祭 を実施 してい る。体育祭 の準備 は、3月 の春季 リー ダー

研修会 を実施す るこ とか ら始 ま り、体育祭 当 日までの7ヵ 月にお よぶ長期間の活動で ある。

このため、 さまざまな工夫 を して、生徒 のやる気 を喚起 しなが らそ の力 を継続で きるように

す る必要がある。特 に、春季 リーダー研修会 は体育祭 を成功 に導 く上で重要 な研修会 となっ

ている。(表1参 照)

○ 春 季 リー ダー研修会

リー ダー研 修会 を実施す るに当たって、次 の点 を配慮 して指導 した。

①2泊3日 の宿泊研 修会で は、教師 と生徒及 び生徒相互の人間関係 を深 めるこ と

② 事前 に生徒会役員が議事進行マニ ュアル を作成 し、話合いの内容 を明確 にす る こと

③ 従前の参加対象者(生 徒会役員、各委員会委員長)以 外 に運動部生徒有志(そ の年 の

体育祭実行委員及び次年度候補予定者)を 加 え、体育祭への意識の高揚 を図る こと

リーダー研修会で は、運動部生徒有志 を加 えた ことによって、従来 よ りさまざまな意見が

出 され、活気 のある話 し合いがで きるようになった。例 えば、体育祭 に意欲的に取 り組 め な

い理 由 として 「体育祭の種 目が体 育の授業 に似ていて 「祭』 の要素が あ ま りない」 「好 きな

種 目が ない」 「応援 がで きる場面が少 な く活気が ない」「リーダーが不在であ る」な どの意見

が 出 された。そ して、「昨年度 までの応援合 戦 をさらに発展 させる こと」 「生徒 の興味 ・関心

が得 られる新種 目を導 入す ること」な どが提案 された。
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体育祭までの体育祭実行委黄η)活動と教師の支援表1

実 施 時 期 ㌃本 育 祭 実 行 委 員 の 活 動 教 師 の 支 援

3月 下 旬
春 季 休 業

O春 季 り一 ダ ー 研修 会
b前 年 度 の 反省

○ 企 画 への 興 味 ・関 心 に傾 倒 し過 ぎ ない よ うに 助 言
○ 物 理 的条 件 や 安 全 面へ の 配 慮 した企 画 に な る よ う助 言

⇒ 応 援 合 戦 の 継続 発 展 と学 年 種 目 の刷 新 を 提 案 ○ 企 画提 案 者 と して 責任 を も って 目的 の 実 現に 向 けて 努 力 す る よ
bLHRで 提 案 内容 の 伝 達 す るこ と を確 認 う助 言

4月 初 旬 OLHRで 体 育 祭 実 行委 員 の 選 出 OHR担 任 に研 修 会 参加 者 が 選 出 され るよ う雰 囲 気 作 りを 依 頼

○ 第1回 体 育 祭 実 行 委員 会 ○ 新1年 生 が 理 解 し、動 機 付 け に な る よ う助言
⇒ 新 体 制 作 り(委 員長 の 選 出) ○ 体 育 祭の 記 録 ビデ オ ・写 真 や 過 去 に使 用 した用 具を 利 用 して 効
⇒ 仕 事 内 容 の 確 認(上 級 生 の 体 育 祭 体験 談 等) 果 的 に 説明 す るよ う助 言
⇒ 研 修 会 の 提 案 内 容 の周 知 徹 底 と実 現 ま での プ

ロ セ スの 確 認

5月 中 旬 OLHRで 体 育 祭 実 行 委 員 か らの 提 案 OHR担 任 に体 育 祭 実 行 委 員か らの 提案 を サ ポ ー トし、 建 設 的 な
⇒ 応 援 合 戦 の 継 続 発展 と学 年 種 目の 刷 新 を提 案 意 見 が で る よ う環 境 作 りを依 頼

生 徒 か らの 意 見 を 吸 収 す る。

5月 下旬 ○全 校 集 会
⇒ 応 援 合 戦 の 継 続 発 展 と 学年 種 目の 刷 新 の承 認

7月 初 旬 O第2回 体 育 祭 実 行 委 員 会 ○施 設 、 競技 時 間 、 生 徒 の 実態 な どを 考慮 して 提 案す る よ う助 言
⇒HRに 新 種 目の 検 討 を 依頼

9月 初 旬 O第3回 体 育 祭 実 行 委 員 会 ○机 上 の 案 を 実際 に行 い 、 面 白 い内 容 か 、安 全 な 競技 か等 を 検討
b具 体 的 な案 を 実 演 し検 討 す るよ う助言
b新 種 目の 決 定 ○ 種 目名 に 地域 の 特 色を 生 か す こ とを 助 言

O第4回 体 育 祭 実 行 委 員 会
⇒ 仕 事分 担

9月 中 旬 ○ 応 援 団結 団 式 ○ 教職 貝 へ 協 力を 依 頼
⇒ 団 長 の選 出(実 行 委 員3年 か ら選 出) ○ 記録 写 真 や ビデ オ の貸 出
⇒ 上級 生 の 模範 演 技 と体 験 談

9月 下 旬 ○ 学 年 練 習 ・全 体練 習 ・応 援 合 戦 リハ ーサ ル

10月 初 旬 ○ 全 校 集 会(体 育 祭 前 日)
⇒ 実 行 委 員 長 の あ い さっ

O実 行 委 員 に 今 ま で の取 組 み を 説明 し、 全校 生 徒 が 共 感 し、 連 帯

感 を高 め るよ う配 慮
⇒ 生 徒 会 長 あ い さ っ

O全 校 集 会(体 育 祭終 了) O実 行 委 員 の 努 力 を 全佼 生 徒 で ね ぎ ら うよ う配 慮
b表 彰 式

O第5回 体 育 祭 実 行 委艮 会(事 後 学習) O実 行 委 員 会 と応 援 団の 成 長 を互 いに 確 認 し合 え る よ う工 夫
⇒ 実 行 委 員 会 と応 援団 の 反 省 会 ⇒教 職 員 向 け の ア ンケー ト結 果 な どの 活用

ぐ
も

、

力

果

徒

結

生

的に取 り組 む生徒主導型の体育祭が実施で きるようになっ

 

祭

、

育

し

きた。 これ は、生徒 が体育祭 に向けた話合 い活動 を通 して、会 の運営の仕方を学 んだこと、

分 たちで体育祭 を作 り上げてい こうとす る自覚 をもった こと、 さらに、実施上 の課題 を発

し、その課題の解決 に向けて努力す るよ うになった ことが大 きく影響 している と考 え られ

0

 て

自

見

る

体育祭終了後 、生徒 の中か ら、「来年 も絶対 に(体 育祭)実 行 委員 と して体 育祭 に参 加す

る」 「大 変だけ どや りが いが あるので、3年 間応援団員 と体育祭 実行 委員 を兼務 して い きた

い」 とい う声が寄せ られた。

この ような生徒主導型の体育祭 を実施 してい く上で、次 のこ とが大切で ある と感 じた。

① 生徒の意識 を高め るため には、教職員 の理解 と協 力体制 を整 えるこ とが重要 である。

② 上級生の体験談、応援 団練習中の模範演技 などは、下級生 の動機付 け と励 みになる。

③ リーダー研修会で教師 と生徒 、生徒 同士の人間関係 を築 くことが、その後 の活動 の基礎

となる。

さ

。

え

る
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Vま とめ

本年 度教育研究員 は 『集 団活動 を通 して生 きる力 をは ぐくむ指導 の工夫』 とい う主題 を設 定

して、ホームルーム活動 ・学校行事 ・生徒会 活動 に焦点 を当てた。生徒 に興味 ・関心 ・目的 の

もてる集団活動 を通 して「意味ある他者」 の存在 を意識 し、 自己理解 ・相互 理解 を図 り、感 動

や悩 み を共有 しあい、友 人 とよ り良 くかかわる力を身に付 け、集 団の中で個人 の成長 ・発達 が

評価 で きるような指導 につ いて研究 をお こなった。

9月 に実施 したア ンケー トか らは次の ような考察が なされた。

① 家族 も含 め人 間関係が希薄 になってお り、広 く浅い交友関係 しか もたない生徒が多い。

② これ までに学校以外 の地域 も含めて、集団活動の経験 の少 ない生徒が多 い。

③ 問題 を意識 し、意欲的 に取 り組み、 よ りよい もの を作 り出 していこ うとす る課題解 決

能力 を発揮で きていない生徒が多い。

そこで、 この考察か らホームルーム活動 ・学校行事 ・生徒会活動 の指導方法の工夫 につ いて

3つ の提言(P7参 照)と6つ の実践事例 を以下の ように示 した。

○ ホ ー ム ル ー ム活 動

○学 校 行 事

○生 徒 会 活 動

(1)自 己理 解を深め る指導の工 夫

(2)自 ら考え、話合い を通 して生 きる力 をは ぐくむ指導の工夫

(3)生 きる力をは ぐくむ文化祭 ステージ指導の工夫

(4)地 域社会 との連帯 ・協 力 を図った集 団活動の指導

(5)自 己実現 を 目指 した文化祭企画指導の工夫

(6)生 徒 に よる体育祭の企画 ・運営 に向 けての指導の工夫

これ らの実践事 例か ら、生 きる力 をは ぐくむ指導 には次 の観点が必要であ る。

① 生徒 が 自己理解 を深 めるこ と。特 に、「意味ある他者」 か らの自己理解 を図るこ と。

② 生徒 自らが活動 の 目標 と計画 を立て、実行 してい く主体的 ・自主的 な活動 にす ること。

③ 自分の存在 感 を見 い出 し、自分の役割 を積極的 、継続的 に果たせ るようにす るこ と。

④ 自ら課題 を発見 し、筋道立 てて考 え、意欲 的にそ の課題 を解 決す る能力を養わせ ること。

⑤ 自己の良 さや持 ち味 に気付い た り、達成感や成就感 を もたせ、 自信 をもたせ ること。

⑥ 地域社会 との連携 を図 り、学校教育活動 の中に地域社会の教育力 を取 り入れ ること。

課 題 と しては、次 の2点 が挙 げ られ る。

① 計画的 ・継続 的な指導体制 を確立する こと。

② 生徒 の視 点にたった特別活動づ くりのための 「ゆ と り」 を確 保する こと。

これ らの観点 を踏 まえなが ら、教師 は、常 にホームルーム活動 ・学校行事 ・生徒会活動 の在

り方 について課題 意識 をもつ ことが必要であ る。特 に、個の成長 をうなが しなが ら人間関係 を

深 め させ、それが集団の力 となる ような意識が大切であ る。又、生徒 が主体 的に行動 で きる よ

うに、あ らゆ る機 会 を設定 し、粘 り強 く指導 と支援 を行 ってい くことも大切 である。 この こ と

に よ り生徒 が本来 もっている 「生 きる力」が高 ま り、達成感や成就感 を共有 しなが ら物事 に意

欲 的に取 り組 み、みんなで成 し遂 げようと協 調す る態度や社会性 、責任 感が養 うこ とがで きる

のである。
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